
















































第 2 章では， 機械的衝撃を伴うセラミックカッタ (焼結アノレミナを用いた正面フライス， 以下同



















て，その発生状態が異なり，切れ刃線から o.02--0 .04 rnm 内側から発生して，亀裂問の間隔は 0.0













0.006-0.01 mm であった。この亀裂深さは，第 5 辛で測定した実際の熱亀裂の深さ (0.01-0.015
mm) とかなりよく一致しており，熱亀裂の発生原因を急速加熱の熱衝撃作用に帰することができた口
第 7 章では，焼結アノレミナの摩擦と摩耗の特徴について論じ，同時に鋳鉄の断続切削工具としての


























第 5 章では熱損傷につき検，i;Jを行ない，その JM合の }J ú1i担J察から工具摩耗を促進する原因となる刃
j(lÎ脱治現象をとらえてその機構を lリj らかにし， この現誌は起硬合金工具 l乙見られないものであるとし
ている口
第 6 章はセラミックカッタの刃面上に発生する熱き裂の発生以凶を熱伝導理論から検討して刃面に
発生する熱応力状態を求めた結果熱き裂の発生に直接関係するものはせん断熱応力であると推論して
し可る。
第 7 章は焼結アノレミナ工具の摩擦回の赤熱挙動から高い摩擦温度によってもたらされる摩擦面を観
察し，正面フライスによる鋳鉄の切削では焼結アルミナの耐摩耗性は超硬合金工具の Jt}合よりもすぐ
れていると述べている。
第 8 卒は総括で上記の結果をまとめている。
本研究は焼結アノレミナを鋳鉄の断続切削工具として用いた場合における工具損傷を機械的損傷と熱
的似傷との両面から究明し，工具損傷と材料強度学的特性との関連性を明らかにするとともにすぐれ
た切削工具特性を得るためにとるべき工具担傷の防止方策を見出したものである c
これは学術上はもちろん工業上に貢献するところが大きい，よって本論文は博士論丈として価値あ
るものと認める。
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